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域内に位置していた便所を保全区域として出入り出来

るように改築完了した。8月末にはトレーサ一棟の RI

実験室の鉛張りの流しの漏水の修理を行った。いずれ

も，表面汚染測定により作業場所の汚染のないことを

確認している。

科学技術庁による原子炉施設の定期検査が昭和57年

4月12"""'14日，保安規定遵守事項に関する検査が昭和

58年1月24，25日に，昭和58年3月18日には放射線安全技

術センターによるトレーサー棟の定期検査が行われた。

特に後者は法律改正後初めて科学技術庁より依託され

た放射線安全技術センターによって行われたもので，

検査項目は使用施設，貯蔵施設，汚染検査室，廃棄物保

管設備の構造，外観検査，排風能力，排気フィノレタの差

圧検査，廃水槽漏洩検査，加速器室のインターロック動

作試験，遮蔽能力，加速器の運転確認ならびに運転中の

線量測定などの立会検査などであった。総じてよく管

理されているという講評を得たが，廃水槽の漏洩検査

法の検討，排気設備能力の点検法の改良，加速器室の運

転中の表示，および標識の再点検などが要望された。

2. 理供向日人{固

き

近畿大学原子力研究所における昭和57年4月より昭

和58年3月までの一年間の放射線管理の結果を報告す

る。昭和57年4月における放射線作業従事者は(保安

規定による従事者も含む〉原子力研究所および理工学

部，薬学部，農学部など教員27名， X線作業従事者等

11名，随時立入者として卒業研究のため原子炉施設利

用の理工学部など学生85名，計123名が放射線管理の

対象となった。

昭和57年度一年間の原子炉の運転状況は最高熱出力

1ワット，延熱出力 571.2W.hr，延運転時間 765.0

時間であった。

トレーサー・加速器棟(以下トレーサー棟とする〉

は昭和56年7--8月に暗室，測定室，放射線管理室な

どの増改築の第1期工事を，昭和57年3--5月に第2

期工事として汚染検査室を使用施設の出入口付近に改

築し，汚染検査用測定器，除染用具，管理区域用実験

衣ロッカーなどを備え，ジャワ一室，手洗設備を設置

した。そして工事により一時中止していたトレーサー

棟の利用を昭和57年5月に再開した。原子炉施設にお

いては3月末より 4月初めにかけて，これまで管理区

カ3

In troduc tion 

えま1. 

Personnel Moni toring 

2.1 健康診断

原子力研究所，原子炉施設保安規定による従事者，

- 45ー

本近畿大学理工学部原子炉工学科

料近畿大学原子力研究所研修員



森II!号他:放射線管理

第1表白血球数

区 分 作業従事者 随時立入者

検 査 3手 月 昭和57年4月 昭和57年11月 昭和57年4月 昭和57年11月

血球数白

8000以上 8人 7人 6人 10人

7000 '"" 8000 6 9 14 9 

5000 '"" 7000 21 17 50 44 

4000 '"" 5000 3 3 14 14 
(!mm3) 

3000 '"" 4000 O 。
38人 36人 85人 78人

第2表赤血球数

区 分 作業従事者 随時立入者

検 査 年 月 昭和57年4月 昭和57年11月 昭和57年4月 昭和57年11月

赤血球数

500以上 16人 19人 63人 64人

450 '"" 500 20 15 21 14 

400 '"" 450 2 2 1 O 

350 '"" 400 O 。 O 。
(万/mm3)

350以下 O O 。 O 

38人 36人 85人 78人

第3表血色素量

区 う〉 作業従事者 随時立入者

検 査 年 月 昭和57年4月 昭和57年11月 昭和57年4月 昭和57年11月

gL血童色QJ2 
17.6以上 0人 0人 0人 0人

14.7 '"" 17.6 17 22 50 66 

11.5 '"" 14.7 21 14 35 12 

E
V
I
--一一一日 38人 36人 85人 78人

第4表白血球百分率

区 分 作業従事者 随 時立入者

検 査 年 月 昭和57年4月 昭和57年11月 昭和57年4月 昭和57年11月

好 中 球 37.0'""77.8 % 40.3'""73.5 % 19.4'""69.4 96 36.3'""78.3 % 
長子 酸 球 0.2'"" 8.5 0.5'""19.6 0.1'""12.8 0.5'""11. 7 

好 塩 基 球 0'"" 1.2 0'"" 1.9 0.1'"" 1.7 0'"" 1.5 

ン /-f 球 22.7'""55.9 20.2'""55.1 17.1'""64.8 13.2'""56.2 

単 球 0.7'"" 6.1 1.2'"" 7.6 0.1'"" 4.1 0.3'"" 7.1 

大型非染色球 0.3'"" 1.3 0.3'"" 1.6 0.2'"" 1.9 0.1'"" 2.1 
L 一一一一一一
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放射線障害予防規定に基づく放射線作業従事者および

随時立入者に対する健康診断のうち血液検査は従来通

り年2回，大阪血清微生物研究所に測定を依頼して，

その結果は第1表~第4表に示した。随時立入者にお

いて白血球数 3，000--4，000/mm3 の者がいたが，末

梢血液像には異常はなく標準人の生理学的変動の範囲

にあり， その他の臨床所見も異常は認められなかっ

た。その他皮膚，爪の異常および、水晶体の混濁など放

射線被ばくによると思われる異常はなかった。

2.2 個人被ばく線量の管理

個人被ばく線量の測定は昨年度までと同様にフィ lレ

ムバッジを主に，必要に応じて熱鐙光線量計(以下

近畿大学原子力研究所年報

TLDとする)またはポケット線量計を補助線量計と

して行った。フィルムバッジは広範囲用 (x，γ，β線)， 

中性子線用あるいは γ 線用が用いられ，作業者の利

用頻度により 1ヶ月あるいは3ヶ月間毎に被ばく線量

の測定を業者に依頼している。フィノレムバッジおよび

線量計などによる 3月間の個人被ばく線量を第5表に

示した。とれによると 3月間および年間の個人被ばく

線量はそれぞれ最高40ミリレムおよび95ミリレムで最

大許容被ばく線量に達したものはなく，中性子線用フ

ィjレムバッジによる測定では検出限界以上のものは皆

無であった。作業時の被ばく線量の管理目標値，調査

レベルをとえた場合は皆無で，原子炉施設およびトレ

ーサー棟における作業において内部被ぱくの予想され

第5表個人被ばく線量

1 ¥ 1 、一、三 ¥ 
ミリレム市

区 分 25未満
期 間 、¥、、

昭和57年4月""'6月 31人
放射線作業

7月""'9月 33 

従 事 者
10月""'12月 33 

昭和58年1月""'3月 34 

|昭和57年4月 | 
随時立入者 ffQ 1'1-10..1 1，昭和58年3月 89

*吋0ミリレム以下'は5ミリレムとして集積した。

る事例はなかった。また共同利用のため原子炉施設に

立入った延べ人員は約259名でポケット線量計による

被ばく線量はそれぞれ1回 10mrem以下であった。

3. 研究室管理

Laboratory Monitoring 

3.1 空間線量率の測定

原子炉施設およびトレーサー棟における空間γ線線

量率の測定は電離箱式エリアモニタによる連続記録の

他，電離箱式サーベィメータ (Aloka製ICS-101およ

び ICS-151など)， GM管式サーベィメータ (Aloka

製 TGS103など)を用いて行った。また個人被ばく

線量用のフィ jレムバッジおよび TLD(松下電器産業

(株)製， UD-200S， CaSO. (Tm))を用いて 1ヶ月

間の積算線量より計算により求めた。中性子線量測定

は富士電機製 SM-401など BF3型中性子サーベイ

メータを用いた。

3.1.1 フィルムバッジによる測定

第6表にフィノレムバッジによる月間積算線量の測定

25 ""' 49 50 ""' 99 100以上

3人 0人 0人 34人

l 。 O 34 

l O O 34 

1 O O 35 

。 。 。 89 

結果を示した。これによると原子炉施設内においては

原子炉遮蔽タンク上部で11月に月間100mRを示し，年

間の γ線積算線量はそれぞれ 170mRおよび 670mR

となった。 トレーサー棟においては月間 γ 線量は最

高で 10mRと，ほとんどの実験室において 10mR以

下であった。中性子線量は11ケ所の測定個所において

中性子線用フィルムバッジによる測定でいずれも 10

mrem以下であった。

3.1.2 TLDによる測定

TLD による月間平均 γ線線量率(μR/h)は1ヶ月

間の積算線量 (mR)を設置時間で割り求めた。原子

炉施設内 8点の月平均 γ 線線量率の一年間の経時変

動を第7表，第1図に示した。これによると原子炉室

内においては原子炉稼勤時間の多かった 9，10月に高

く原子炉遮蔽タンク，側壁・南側下部において最高値

131.6μR/hを示した。 トレーサ一棟13点の月平均 γ

線線量率の変動を第8表，第2図に示した。最高値は

貯蔵室前 173.6μR/hであったが， トレーサー棟の改

築工事のため貯蔵室の扉内で測定されたものである。

3.1.3 連続放射線綜合モニタによる測定

原子炉室内の空間 γ 線線量率の測定は電離箱式エ
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第6表各施設における月間集積線量

単位:ミリレントゲン

昭和 57 年 昭和 58年
測 定 位 置

1月 12月 13月4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

原子炉室，入口壁 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 10 <10 <10 <10 

原上子部炉遮蔽タンク， <10 50 50 80 20 80 80 100 60 90 50 く10

中口性子源照射室，入 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 10 <10 
炉

施
核燃料物質取扱場所 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 く10 <10 <10 <10 く10

さ，1>月ζ4 核燃料物質保管場所 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 10 <10 <10 <10 <10 

コントローノレ室，壁 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 く10 <10 <10 <10 

|加Jレ重京器・コントロー 1<10 く10コ竺 <10 <10 く10 く10 <10 く10 く10 く10

R I H-1 室く10 く10 く10 く10 く10 く10 く10 <10 く10 く10 く10

ト I H-2 室 <10 く10 <10 く10 く10 く10 く10 <10 <10 <10 く10 く10
レ 実

験 L -1 室 <10 く10 く10 く10 <10 く10 く10 <10 く10 く10 く10 く10

サ室 L-2 室く101<10 く10 くご10 く10 <10 く10 10 く10 <10 く10 く10

/ IRr貯蔵席前，廊ドどーく10 く10 く10 く10 <10 く10 く10 く10 <10 く10 く10

加述排気機械室 Iく10 く10 ぐ10 <10 <10 <10 く10 <10 <10 <10 く10 く10

器排水ポンプ室く川 <10 く10 く10 く10 く10 <10 <10 く10 く10 くご10 く10

棟 L-1 室外壁 く10 く10 く10 く10 く10 く10 <10 <10 <10 く10 く10 <10 

|RI廃棄物
扉前 く10 <10 く10 く10 <10 く10 <10 く10 <10 く10 く10 く10

保管庫
外 く10 く10 く10 く10 <10 く10 <10 く10 く10 く10

周辺監視区域境界(4ケ所)1 <10 1 <10 1く101 <10 1 <10 1 <10.1_<:10_1 <10 1 <10 1 <10 1 <10 I <10 

原子炉運転延熱出力(W川2.73138.48149.42166.8010.581117.61198.99156.24149判57判25.291ω

No.1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

第7表原子炉施設における γ線

線量率の変動

測 定 )~ 
月線量間率平(均μRγ/h線) 

リアモニタ(富士電機製，容量5.e) !とより行い，測

定結果を第9表に示した。乙の結果によると原子炉遮

蔽タンク下部，上部において原子炉の稼動時間の多い

10--12月の平均値がもっとも高く， 7--9月と続いて
範 囲

モニタ室 7.61'" 9.77 

コントロール室 8.29"'11. 8 

原子炉室入口付近 8.92"'16.1 

核燃料物質保管場所 13.2 "'19.5 

中性子源照射室 11.9 "'18.7 

核燃料物質使用場所 8.96........22.1 

原子炉遮蔽タンク上部 10.7 """"101.0 

下遮蔽部タンク側壁・南側 11.6 ........131.6 

zz 
9.10 

10.2 

12.4 

17.7 

15.8 

14.3 

68.2 

73.2 

いる。

3.1.4 停竃時用エリアモニタ

炉室内の原子炉遮蔽タンク上部に設置しているエリ

アモニタの近くに停電時用エリアモニタ (Fuji，

NDR-ll1， EPR-100A)を新たに設けた。これは停電

の際にも充電式/-{'Yテリーにより30分間は稼動するた

め，停電中においても γ 線量率のレベルの変化を指

示，記録出来， 停電による原子炉停止後のレベルの

低下を確認出来る。
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第1-2図原子炉施設内における月間平均γ線線量率の変動

3.2 空気中および水中放射能濃度の測定

3.2.1 空気中放射能濃度

原子炉施設およびトレーサー・加速器棟における排

気口の空気中放射能濃度は富士電機製連続炉紙式ダス

トモニタを用いて測定し，第9，10表に測定結果をま

とめた。原子炉施設においては排気フイ lレター後で連

続測定を， トレーサー械においては施設使用時に限っ

。

て連続吸引測定を行った。昭和58年1月より原子炉施

設の管理区域内(炉室内)の空気中放射能濃度(全 β

放射能濃度)の測定を富士電機製固定炉紙式ダストモ

ニタ (NADl， NHR)により開始した。

3.2.2 廃水中の放射能濃度

廃水中の放射能濃度は放射線綜合モニタの内，水モ

ニタ[とより Az槽について連続測定し，排水滞へ放出

する前に採水法により測定を行った。原子炉施設の結
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第8表 トレーサー・加速器棟における
γ線線量率の変動

巧商平育子寝藤重率
測定点 (JLR/h) 

範 囲 l平均値

No.1 廊 下(H-1，2室前)11.2 ""' 15.3 13.0 

2 RI 実験室(H-2) 9.94'" 15.5 12.2 

3 f〆 (H-1室〉 10.0 '" 14.2 11.5 

4 庁 (L-2室)10.1 '" 18.2 13.9 

5 が (L-1室) 8.7 '" 13.9 11.2 

6 加速器操作室 8.8 ""' 16.4 10.6 

7 排水ポンプ室 8.2 ""' 19.8 10.4 

8 排 気 機 械 室 8.9 '" 12.3 9.95 

9 測 定 室 9.3 ""' 14.3 11.2 

10 放射線管理室 7.8 ""' 12.5 9.87 

11 RI 実 験 室 10.6 '" 18.4 14.1 

12 廊 下(L-1，2室前) 8.5 '" 12.3 10.7 

13 貯 蔵 室 前 46.4 ""'173.6 96.1 

14 暗 室 10.2 ""' 13.7 11.9 

15 汚 染 検 査 室 8.9'" 12.01 10.5 

果を第9表に， トレーサー棟については第11表に示し

fこ。

とれによると最高は1.3x10一弘Ci/mlで当所の廃水

中の調査レベル以下であった。年間の放出量は若干増

加し， 9.4μCiであったが， との聞の使用核種は 32p

が大部分であった。

原子炉燃料タンク 2槽(60f)中の減速水の全 β放

射能濃度の結果を第四表に示した。乙れによると最高

値は 4.2x10ーらCi/mlで， 減速水は両タンクとも年

4回交換を行っているが，原子炉運転の稼動時聞によ

って 10-9--10一弘Ci/mlに変動している。

3.3 表面汚染密度の測定

原子炉施設およびトレーサー棟の管理区域内におけ

る床，ドラフト，流しおよび実験台上の表面汚染密度の

測定はサーベイ法およびスミア法によって定期的に行

った。スミア法による表面汚染の測定は全β放射能濃

度はアロカ製 21rガスフロー・ローパックグラウンド

計数装置 (LBC-451)により， 3Hによる表面汚染密

第9表綜合モニタによる原子炉施設における放射線管理記録

担『 定 項 目 昭和57年月
4""'6 7"'9月 I10"'12月

平均値 19.7 33.3 
原子炉室壁

最高値 25 95 

エリア
平均値 51.1 48.0 

原子炉遮蔽タンク上部

(μR/h) 最高値 1080 1136 

平均値 43.0 
原子炉遮蔽タンク下部

最高値 662 

排気口ダスト βγ*1 平均値 4.94 

(10-12μCi/cm3) 
最高値 8.87 

排気口ダスト α*1 平均値 1.31 

(10-13μCi/cm3) 
最高値 8.26 

排気口ガス βγ*1 平均値 3.40 

(1O-7JLCi/cm3) 
最高値 4.56 

71く βγ*2 平均値 6.89 

(10-6μCi/ml) 
最高値 8.09 

71く βγ(採水~Ci法/I)I*2 
平均値 2.55 

(10ーヤ ml) 
最高値 2.60 

*1 天然のラドンおよびトロン系の崩壊産物を含む。
ホ2 廃液貯留槽A-4槽
*3 原子炉運転休止時のパックグラウンドレベル

65.4 

700 

3.95 

8.32 

0.55 

6.27 

3.36 

4.57 

6.76 

8.09 

2.97 

3.08 
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34.7 

108 

86.0 

1131 

72.5 

736 

5.19 

8.78 

0.94 

7.70 

3.25 

4.49 

7.04 

8.07 

2.03 

2.72 

*3 
昭和538年月 B.G. 

25.6 26.4 

109 

48.5 14.6 

1113 

48.8 25.3 

717 

4.02 4.43 

6.00 

1.09 0.97 

5.15 

3.14 3.27 

4.25 

6.43 6.67 

8.44 

1.11 一

1.46 
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(μR/h) 
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ムロ 園 A ... 
A. ~ 101- E弘企 • 3 

PA 

昭和58
7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

第2-1図 トレーサー棟内における月間平均γ線線量率の変動

(μR/h)lロ 19.84

長 15
線
量
率

10 • 

昭和57年

ロ• 
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

第2-2図 トレーサー棟内における月間平均γ線線量率の変動
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(μR/h) 

円

UAU
 

n
t
u
 

r線
線

量

率

100 

No.13 

。昭和57.年 ' 昭品58年
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

第2-3図 トレーサー棟内における月間平均γ線線量率の変動

第10表 トレーサー棟内の空気中放射能濃度

(μCi/cm3) 

空気中放射能、濃度 :βγ(10-11) 空気中放射能濃度 :α(10-12)
測定年月

吸引10時間後 吸引10時間後吸引中飽和値 吸引中飽和値

昭和57年4月
)工事中のため使用停止

5月

6月 4.7'""-'20.7(14.1) 0.52'""-'1.10(0.76) 2.38'""-'15. 7(5.58) 0.68'""-'3.41(1.57) 

7月 7.6""26.2(12.6) 0.83""2.35(1.35) 1.91'""-' 5.45(3.34) 0.68""1.23(0.89) 

8月 4.4""13.8( 9.2) 1.38""2.35(2.07) 1.43'""-' 3.27(2.04) 0.68""1.02(0.75) 

9月 8.3'""-'20.7(13.2) 1.38'""-'2.48(1.74) 1.70'""-' 5.11(3.00) 0.68'""-'2.04(0.82) 

10月 5.5'""-'41.4(18.1) 0.69'""-'2.76(1.37) 1.77，.....，11. 6(3.95) 0.68'""-'4.09(0.89) 

11月 5.1""30.4(19.3) 0.69""1.31(1.01) 1.26"" 5.11(2.86) 0.68""1.23(0.75) 

12月 6.9""34.5(18.9) 0.76'""-'1.79(0.95) 1.36""10. 2(4.77) 0.68""1.36(0.89) 

昭和58年1月 2.8""34.5(14.1) 0.55""0.83(0.66) 0.68""13. 6(3.06) 0.68，.....，1.02(0.75) 

2)J 1.4"" 4. I( 3.6) 0.48'""-'1.17(0.59) 0.68 (0.68) 0.68 (0.68) 

3月 1.2""1O.4( 4.1) 0.48"".0.62(0.55) 0.68 (0.68) 0.68 (0.68) 

〉内平均値

j国

第11表 トレーサー・加速器棟における

廃水中の全β放射能濃度

全 β放射能漉一度
(10ーヤCi/mt)

範 囲|平均値

r-aJ 

I
l
 
l
 

昭和57年4月'""-'6月 1108.5'""-'127.4

7月""9月 I86.0'""-' 95.7 
10月'""-'12月 118.4'""-' 23.9 

昭和58年 1月'""-'3月 I17.1'""-' 54.4 

117.6 

91.4 

21.1 

30.2 

度についてはパッカード社製液体シンチレーション計

数装置 (Tri-carb3380) によって行った。 1ヶ月に

1 @].原子炉施設18定点， トレーサ一棟44定点(第3

図参照)について測定を行った。スミア法による表面

汚染密度の測定結果をそれぞれ第四""'14表に示した。

原子炉施設における最高値は 7.8x10一弘C/cm2 とほ

ぼパックグラウンドレベルに近かった。 トレーサー杭

については肖レベノレ実験室のドラフト内において 9X

10一弘Ci/cm2を示したが，これは調査レベノレ以下であ

円
ノ
“



No. 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

Vol. 20 (1983) 近畿大学原子力研究所年報

第四表減速水中の全 β放射能濃度

期 昨日

昭和57年4月""6月

7月""9月

10月"'12月

昭和58年1月"'3月

~第1間理区域
~ 1112穂管理区域

全β放射能濃度(10一9p，Ci/ml)

Nタンク Sタンク

箱 四 |平均値 範 四 |平均値

10.6 ""33.2 22.9 10.8 ""29.6 20.4 

0.75'""'42.3 30.4 1.00'""'37.7 28.0 

6.04'""'28.4 20.0 8.23"'36.。25.7 
6.56'""'13.6 10.3 6.73"'12.71 10.7 

2F (排気機嫌室〉

~II\ 042 

原子炉延熱出力

(W・hr)

90.63 

184.99 

205.10 

90.48 

金

43 

第3図 トレーサー・加速器棟における表面汚染密度測定点

第四表 スミア法による原子炉施設における

全 β表面汚染密度

担リ 定 位 置

西側 床
モニタ室

天 秤

担リ 定

東側 床

床
室
サイドテープル

床
室
入口付近壁

室l床
下|床

全(β10ー表ヤ面C汚i/染cm密2)度

BG '" 2.87 

BG '" 2.87 

BG '" 3.42 

BG '" 3.42 

BG '" 2.32 

BG '" 7.84 

BG'" 2.59 

BG '" 3.15 

床 I BG '"4.59 

凶核燃料保管場所1A n fifl .;rrl Rr，. Z 入口附近IBG ，...， 2.59 

咋ントロール室|床 I BG ，...， 4.25 
吋 t気機械割ダクト附近IBG '" 4.53 
吋ド水ポンプ室iポンプ上IBG '" 5.08 
16 I 入口・床 IBG ，...， 5.08 
川核燃料取扱場所1 F1= . 
| [床 I BG "" 5.08 

叫核燃料使用場所l床 I BG "" 5.63 

9 I 遮蔽タンク上IBG '" 2.05 
川原子炉室1&:=

床 I BG，...， 2.05 

った。第15表には加速器室内の 3H表面汚染密度の経

時変動を示し，昭和57年9月に最高 10ーらCi/cm2 で

あった。加速器の運転は1月--3月に12.7時間稼動し

たが，表面汚染に運転時間はあまり影響していない。

昭和57年度に発生した放射性汚染の異常事例はなか

っ7こ。
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第14表 スミア法によるトレーサー・加速器棟における全β表面汚染密度

測 定 点 No. 全c1β0表一切面C汚i/染cm密2)度 担.tl 定 点 No. 全c1β0表一切面C汚i/c染m密2)度

流 し 0.48 '" 4.95 流 し 23 BG '" 3.02 

RI実験室 床 2 BG --1.69 暗 室実 験 台 24 BG ，.....，0.784 

床 3 BG ，.....， 1.12 床 25 0.011--1.45 

貯 ~j; 室l 床 ) 4 I BG ，.....， 3.32 床 26 BG --3.42 

廊 床 1 5 I BG --0.89 
定

調リ 定 台 27 BG --1.39 
測 室

ドラフ ト 6 1.06 --8.98 11 28 BG '" 0.894 

高レベル実験室流 し 7 1.12 --48.6 床 29 0.011 ---0.564 

(H-2室) 床 8 1.00 ，.....， 37.7 廊 床 I 30 1oω~2.08 

床 9 0.563，.....， 6.55 31 0.205'"'-' 1.20 

ドラフ ト 10 0.07 ，.....， 3.05 11 32 0.094'"'-'0.729 

高レベル実験室流 し 11 0.37 ，.....， 3.24 汚染検査室 11 33 BG '"'-'0.950 

(H-1室〉 床 12 0.23 ，.....， 2.83 λア 34 BG ，.....， 0.508 

床 13 0.232--2.83 実 験 台 35 BG ---0.480 

廊 床 1 141 0.039---0.453 加速器操作室| 床 1 361 0.015---1.06 

流 し 15 0.13 ，.....， 1.64 床 37 BG ，.....， 2.16 

低レベル実験室 床 16 0.011，.....， 1.78 ターゲット付近 38 BG ---1.17 

(L-2室) ド ラフ ト 17 BG ，.....， 4.92 加速器室ターゲット下 39 BG ，.....，0.564 

床 18 0.011.....， 2.28 真空ポンプ 40 BG ---0.480 

ドラフ ト 19 0.18，.....， 4.76 床 41 0.287-----6.88 

低レベノレ実験室流 し 20 BG ，.....， 2.53 排気機械室|排気ダクト142 1 BG ，.....， 0.39 

(L-l室〉 床 21 0.039.....， 3.52 排水ポンプ司ポンプ付近143 1 BG '"'-' 0.480 

床 22 0.09 ，.....， 26.7 玄 関 床 1 441 BG ---0.811 

地点に 1ヶ月設置して測定した積算線量より月平均

4. 野外管理 γ線線量率を計算し，第16表，第4図に年間の変動を

示した。とれによると原子炉周辺監視区域内の γ 線

Field Moni toring 線量率は 8.57--13.5μR/h，原子炉施設敷地外のモニ

野外管理は原子炉施設保安規定に定めるサンプリン タリング地点では 6.4--11.2μ，R/hと変動し，周辺監

グ地点において，環境 γ線線量率および陸水，植物， 視区域内の 5--6月.10月に若干高いが他はほぼ敷

排水溝・比泥土などの環境試料中の全 β 放射能濃度を 地外と同レベソレであった。敷地外の γ 線線量率の変

3ヶ月に1回測定を行った。 動は，環境条件の差が影響しているものと思われる。

4.1 環境r線線量率 4.2 環境試料の全β放射能濃度

環境 γ 線線量率は TLD(UD-200S) を用い，原 原子炉棟およびトレーサー棟よりの排水系路に沿っ

子炉施設を中心に1.5kmの範囲内の11サンプリング たサンプリング地点，原研前および原子炉より1.5km

必品
Z
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第16表環境γ線線量率の変動第15表 スミア法による加速器室内における

3H表面汚染密度 (昭和57年4月~昭和58年3月〉

測定年月

昭和57年4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

昭和58年 1月

2月

3月

|臓器延(h運〕町爾00-8μC
摂
i/cm密η度(h) I C10-8p.Ci/cm2) No. 担t 定 位 置 (範μR/囲h) 年(μ平R均/h値) 

1 原子炉より北西 40m 8.6"'10.8 9.2:t0.6 。 3.81'""-'9.62 2 原子炉より北東 50m 8.9"'11.6 10.2:t0.7 。 BG'""-'5.04 3 原子炉より南西 50m 8.6"'13.2 1O.5:t1.2 。 BG'""-'5.78 4 原子炉より南東 50m 9.3"'13.5 10.7土1.3。 5 原子炉より南 300m 6.4'" 9.5 8.1:t0.8 。 5.0 '""-'9.81 6 原子炉より東 300m 7.9"'10.5 9.2:t0.9 。 BG'""-'3.51 7 原子炉より北東 1500 7.8"-'10.4 9.0:t0.6 。 BG'""-'7.49 8 原子炉より北西 500m 7.8"-'10.5 8.8:t1.0 。 BG'""-'4.16 9 原子炉より北東 700m 9.3"-'11.2 10.2土0.6

2.8 BG'""-'3.47 10 原子炉より西 900m 6.9"'10.2 8.1:t1.0 

9.2 1.19'""-'5.11 11 原子炉より北西(5F)50m 8.9"-'13.1 10.3:t1.3 

0.7 0.47'""-'3.17 TLD (CaS04 : Tm，松下電器製， UD-200S)に

よる測定。

(μR/h) 

13 

ゑ 12
線
量日
率 u

10 

9 

8 

7 

4 

昭和57年 昭和58年
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

第4-1図 周辺監視区域内における月間平均γ線線量率の変動

第17表陸水の放射能 (昭和57年4月~昭和58年3月〉

採 7Jく 地 蒸発(m残g/澄1)量 カリ(ウmムg含/1有〉量 全(β10放-9p.射C能i/、濃m度D 

上小阪下水処理場 207.4'""-'408.5 8.30'""-'10.28 3.88'""-' 7.07 

原子力研究所前排水溝 282.4---656.4 8.48'""-'14.40 4.78'""-'11.49 

原子力研究所上流排水溝 266.0-----507.7 6.43'"'"'18.50 4.18'"'"'21.04 
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率線量 10 t-

A Ly パh シJ? Y • ¥ J・No.9
O 

9ト Aロv ロロ ロ

z B 
ム

7 v ム ロ~Oム v 
8ト Jia ρ 。8 

5 

71 F 、、 ， ，、 o 6 

5 
6 

昭和57年 昭和58年
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

第4-2図野外環境γ線線量率の変動

第18表植物の放射能(昭和57年4月~昭和58年3月〉

採 取 地 種 類 生体(%水)分

上小阪下水処理場 ねず(し1みね科が〉 や 79.9.....，88.9 

原子力研究所前 すず(めのと)びえ
いね科

80.5""'86.2 

RI 棟附 近 すず(めの乙)びえ
いね科

78.9.....，84.2 

第四表排水溝などの洗泥土の放射能

全β放射能濃度
採取地 ~(目立6JLCi/500盟主主主L

範囲|平均値

上小阪下水処理場 I 7.1'" 8.2 

原子力研究所前 I11.1"'13.7 

原子力研究所上流 1 9.4""'12.9 

11.2土0.75

12.2:1:1.2 

10.8:1:1.6 

にある下水処理場において採取した陸水，植物およ

び

た。陸水の全β放射能濃度は (α3.9--2幻1.0ω)Xl叩0一9乍μCαiν/ 
ζ mlと原研前排水jむ滞7惇存上上、流が若干高く心，前報1) と同様lに

水中のカリウム量lにと影響され変動している。植物試料

はいね科の葉茎部の全β放射能濃度で示し， (8.5--

12.4) X10一弘Ci/500mg灰分で、あったが， 三ケ所につ

いてほとんど同レベルであった。排水溝など洗泥土lこ

乾物(9当l5)灰分 灰分当(銘カ)リウム 灰(1分0560μ0Cm115g当ω放m灰射E分能〉

2.13"'3.34 26"'31 85.5"'124.。
十一

1. 87 "'2.65 23"'29 85.4"'110.9 

2.03""'2.68 10"'29 104.7"'119.1 

ついてもほぼ10-5JLCi/500mg乾土と採取地の差はなか

った。

5. まとめ

Conclusion 

昭和57年度の原子炉棟およびトレーサー・加速器棟

における放射線管理に関する結果の概要を報告した

が，特に問題となる事例はなかった。
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